
 

 

 

 

 

 

 

2．サーバ/クライアント設定 

2-1 WOLFのクライアント起動時にメッセージが表示される。 

メッセージ 1：------------------------------------------------------------------------ 

データベースにアクセスできませんでした。 

データベース起動前に WOLFが起動された可能性があります。 

WOLFを再起動してください。 

-------------------------------------------------------------------------------------- 

 

メッセージ 2（WOLFのバージョンが古い場合）：------------------------------------------- 

データベースからのデータ取得に失敗しました。 

実行環境が壊れている可能性があります。 

注意：シングルクォーテーション、カンマ等の入力があると 

正常に取得できない可能性があります。 

-------------------------------------------------------------------------------------- 

【回答】(WOLF1.0、2.0) 

①サーバとしてインストールされている PCで WOLFが起動するか確認してください。 

②サーバの起動が確認できる場合はサーバ側 PCのファイアウォールの設定をおこなってください。 

スタートボタンの「ファイル名を指定して実行」から「Firewall.cpl」を実行し、 

[例外]-[プログラムの追加]から「sqlservr.exe」を追加します。 

「sqlservr.exe」の場所はデフォルトで以下にインストールされています。 

C:\Program Files\Microsoft SQL Server\MSSQL$WOLF\Binn\sqlservr.exe 

 

※市販のファイアウォールをご利用の場合も同様の設定が必要です。 

 

【回答】(WOLF3.0) 

①サーバとしてインストールされている PCで WOLFが起動するか確認してください。 

②サーバの起動が確認できる場合はサーバ側 PCのファイアウォールの設定をおこなってください。 

スタートボタンの「ファイル名を指定して実行」から「Firewall.cpl」を実行し、 

[例外]-[プログラムの追加]から「postgres.exe」を追加します。 

「postgres.exe」の場所はデフォルトで以下にインストールされています。 

C:\Program Files\PostgreSQL\9.0\bin\postgres.exe 

 

※市販のファイアウォールをご利用の場合も同様の設定が必要です。 

WOLF FAQ Tips 

 
よくあるご質問 


